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●新町「湖東町」、平成 17年 10月 1日誕生へ
● 238人がゴール！　はつらつ歩こう会 2004
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四
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
第
六
回
合

併
協
議
会
（
会
場
・
八
郎
潟
町
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
）
で
、
合
併
の
期
日
を
「
平
成

十
七
年
十
月
一
日
」
と
し
、
新
町
の
名
称
を

「
湖
東
町(

こ
と
う
ち
ょ
う)

」
と
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
町
名
候
補
選
定
結
果
か
ら
「
湖
東
町
」

を
選
択
し
た
主
な
理
由

◎
三
町
と
も
八
郎
湖
の
東
に
位
置
し
て
お

り
、
湖
東
地
区
と
し
て
住
民
に
広
く
行
き

わ
た
っ
て
い
る
名
称
で
あ
る
。
病
院
、
農

協
、
消
防
な
ど
に
も
「
湖
東
」
の
名
称
が

用
い
ら
れ
て
お
り
違
和
感
が
な
く
、
現
八

郎
湖
の
東
の
地
域
と
し
て
地
理
的
位
置
が

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
。

◎
「
湖
東
」
の
文
字
は
清
澄
感
・
和
平
感
を

秘
め
、
特
に
「
東
」
に
は
、
朝
日
、
夢
、

希
望
な
ど
発
展
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
、
語
感

も
よ
い
。

◎
こ
の
地
域
は
、
昔
か
ら
何
か
し
ら
八
郎
湖

の
恩
恵
を
受
け
て
き
た
。
歴
史
的
に
も
文

化
的
に
も
三
町
の
位
置
関
係
か
ら
馴
染
み

の
あ
る
名
称
で
あ
り
、
さ
ら
に
対
外
的
に

も
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
。

※
読
み
方
を
「
ち
ょ
う
」
と
す
る
こ
と
で
、

合
併
町
と
し
て
の
新
鮮
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

新
町
の
名
称
の
選
定
方
法
は
、
合
併
協
議

会
で
新
町
名
候
補
９
点
の
中
か
ら
各
委
員
が

３
点
以
内
を
選
ん
で
投
票
、
上
位
か
ら
３
点

に
絞
り
込
み
、
協
議
の
う
え
、
最
終
的
に
決

し
た
。

（
投
票
結
果
は
、
次
ペ
ー
ジ
参
照
）
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合
併
期
日
を
平
成
十
七
年
十
月
一
日
と

し
た
主
な
理
由

●
平
成
十
七
年
三
月
ま
で
に
合
併
調
印
な
ど

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
合
併
ま
で
の
標
準

的
な
準
備
期
間
で
あ
る
六
ヵ
月
が
確
保
で

き
る

●
各
町
の
平
成
十
六
年
度
決
算
を
平
成
十
七

年
九
月
議
会
で
各
町
に
お
い
て
審
査
が
で

き
る

●
平
成
十
七
年
十
月
一
日
は
土
曜
日
で
あ

り
、
書
類
等
の
移
動
、
電
算
シ
ス
テ
ム
切

り
替
え
な
ど
の
最
終
的
な
準
備
作
業
を
土

日
の
二
日
間
で
行
う
こ
と
が
で
き
る

（
五
城
目
町
・
八
郎
潟
町
・
井
川
町
合
併

協
議
会
だ
よ
り
か
ら
抜
粋
）

白川　駿さん（井川中３年）

合併のアンケートをやった時に、中学生

からの意見も聞いてほしかった。これか

らの世代として合併するか、しないかを

決めたり、新しい町名を決める投票に参

加したかった。市町村合併は反対という

より、井川町の名前が無くなってしまう

のが寂しい気がします。

渡部景都さん（井川中３年）

中学１年のとき、五城目一中と八郎潟中

との合同チームでバレーの試合に出場し

たことがあります。それから大会のたび

に話をしたりするようになりました。こ

ういったつながりもあり、五城目町と八

郎潟町との合併については、個人的には

抵抗が無いと思っています。

新町名候補選定結果
名称 ふりがな 応募数 投票結果

湖 桜 町 こざくらちょう 8件 1 票

湖 東 町 ことうちょう 263 件 17 票
ことうまち 171 件 4 票

湖 陽 町 こようちょう 4件 2 票

潟 東 町 せきとうちょう 6件 1 票
せきとうまち 2件 0 票

八郎湖町 はちろうこまち 11 件 8 票

森 山 町 もりやまちょう 56 件 5 票
もりやままち 21 件 1 票

（五城目町・八郎潟町・井川町合併協議会）

「市町村合併をどう思う？」中学生
に

聞いた
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わ
た
し
た
ち
が
住
む
、
井
川
町
が

今
の
形
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
三
十

年
二
月
一
日
の
こ
と
。
旧
上
井
河

村
と
旧
下
井
河
村
が
合
併
、
井
川

村
が
誕
生
。
い
わ
ゆ
る
〝
昭
和
の

大
合
併
〞
と
呼
ば
れ
る
出
来
事
で

し
た
。
こ
の
当
時
の
村
の
人
口
は

七
、七
六
三
人（
昭
和
三
十
年
国
勢
調

査
時
点
）、
現
在
の
人
口
と
比
較
す

る
と
二
六
・
九
％
（
平
成
十
二
年
国

勢
調
査
比
）
も
多
か
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
九
年

六
月
一
日
の
町
制
施
行
を
経
て
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
議
論
が
本
格
化
し
た

の
は
昨
年
、
平
成
十
五
年
二
月
、
広

報
い
か
わ
臨
時
増
刊
号
―
市
町
村
合

併
特
集
の
発
行
、
合
併
座
談
会
の
開

催
（
全
二
十
九
町
内
会
）、
同
年
三

月
市
町
村
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

（
合
併
が
必
要
で
あ
る
四
四
・
三
％
、

合
併
す
る
必
要
は
無
い
十
二
・
二
％
、

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
二
五
・
八
％
、

わ
か
ら
な
い
他
十
七
・
八
％
）。

四
月
、
湖
東
三
町
合
併
懇
談
会
設

立
。
八
月
に
は
五
城
目
町
・
八
郎

潟
町
・
井
川
町
任
意
合
併
協
議
会

が
発
足
し
、
事
務
事
業
の
す
り
合

平
成
五
年　

▽
環
境
美
化
条
例
ス
タ
ー
ト
▽
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
建
設
工
事
着
工

平
成
六
年　

▽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
▽
老
人
保
健
福
祉
計
画
策

定
▽
新
有
線
放
送
開
通

平
成
七
年　

▽
美
し
い
町
づ
く
り
条
例
制
定
▽
井
内

地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
竣
工
▽
Ｊ
Ｒ
井
川
さ
く

ら
駅
開
業 

平
成
八
年　

▽
第
二
次
井
川
町
総
合
振
興
計
画
後
期

計
画
策
定
▽
老
人
保
健
施
設
「
翠
香
苑
」、
井
川

町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
▽
し
尿
処

理
施
設
完
成
、
運
行
開
始

平
成
九
年　

▽
五
つ
の
土
地
改
良
区
が
合
併
、
井
川

町
土
地
改
良
区
発
足
▽
さ
く
ら
駅
団
地
四
十
六
区

画
を
分
譲
、
即
日
完
売
▽
東
・
西
診
療
所
を
統
合
、

井
川
町
診
療
所
オ
ー
プ
ン
▽
Ｊ
Ａ
井
川
町
カ
ン
ト

リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
竣
工

平
成
十
年　

▽
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
井
川
工

事
着
工
▽
井
川
町
障
害
者
福
祉
計
画
策
定
▽
県
営

た
め
池
整
備
事
業
完
成
▽
洲
崎
遺
跡
発
掘
調
査
終

了
▽
大
型
ス
ー
パ
ー
「
ア
マ
ノ
」
オ
ー
プ
ン
▽
首

都
圏
ふ
る
さ
と
井
川
会
十
周
年
を
迎
え
る

ぼ
く
た
ち
が
大
人
に
な
る
頃
、

い
か
わ
町
は
ど
ん
な
町
に

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？

井
川
町
が
発
足
し
て
、
来
年
五
十

年
目
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
町

の
姿
も
時
代
の
変
化
と
と
も
に
移
り

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
こ
こ

十
年
間
は
、
第
二
次
井
川
町
総
合
振

興
計
画
に
よ
る
道
路
・
交
通
網
の
整

備
や
公
共
下
水
道
の
整
備
と
い
っ
た

生
活
基
盤
の
整
備
、
井
川
さ
く
ら
駅

の
開
業
な
ど
町
勢
発
展
へ
の
取
り
組

み
が
段
階
的
に
行
わ
れ
、
町
全
体
の

景
色
が
大
き
く
変
化
を
見
せ
た
十
年

に
な
り
ま
し
た
。

わ
せ
作
業
に
着
手
。
十

月
、
二
回
目
の
合
併

座
談
会
を
全
二
十
九

町
内
会
で
開
催
、
同

時
期
に
二
回
目
の
市

町
村
合
併
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
（
湖
東
三
町

の
合
併
に
つ
い
て
、
賛

成
四
七
・
八
％
、
反
対

十
九
・
三
％
、
わ
か
ら

な
い
三
〇
・
三
％
）、

同
じ
く
十
月
、
五
城

目
町
・
八
郎
潟
町
・
井

川
町
合
併
協
議
会
を
設

立
、
現
在
合
併
協
議
が

進
め
ら
れ
て
き
て
い
ま

す
。

あ
な
た
が
望
む
、
十
年
後
の
地
域

は
ど
の
よ
う
な
姿
で
す
か
。
子
ど
も

た
ち
の
世
代
に
受
け
継
い
で
い
き
た

い
地
域
は
ど
の
よ
う
な
景
色
で
し
ょ

う
か
。

こ
こ
で
は
、
今
現
在
ま
で
の
町
の

十
年
間
の
主
な
動
き
を
年
表
で
た

ど
っ
て
み
る
と
と
も

に
、
井
川
町
の
姿
を

イ
ラ
ス
ト
で
ご
紹
介

し
ま
す
。
十
年
後
の

町
の
姿
、
み
な
さ
ん

が
住
む
地
域
の
風
景

に
思
い
を
馳
せ
て
み

ま
せ
ん
か
。

井
川
町
こ
の
十
年
間
の
主
な
出
来
事

4
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結婚　22 組（平成 15 年） 世帯数　1,760 世帯

（平成 16 年 4 月 1 日現在）　

人口　6,065 人

（平成 16 年 4 月 1 日現在）　

離婚　　5件（平成 15 年） 転入　148 件（平成 15 年） 転出　151 件（平成 15 年）

出生　52 人（平成 15 年） 児童生徒の人数
小学校　332 人・中学校　173 人

（平成 16 年 5 月 1 日現在）　

産業別就業人口（平成 12 年）

第１次産業 312 人（ 10.6 ％）
第２次産業 1,192 人（ 40.5 ％）
第３次産業 1,440 人（ 48.9 ％）

死亡　67 人（平成 15 年） 町の決算額（平成 14 年度）

33 億 5268 万円
町民一人あたり歳出額 55 万 1,519 円

町税（平成 14 年度）

４億 4644 万円
町民一人あたり負担額 7万 3,438 円

結婚　22 組（平成 15 年）

井川町の現在の姿をイラストで見てみよう。イラストで見るいかわ

平
成
十
一
年　

▽
井
川
町
健
康
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

▽
洲
崎
遺
跡
よ
り
発
掘
し
た
井
戸
板
よ
り
「
人
魚

供
養
札
」
発
見
さ
れ
る
▽
東
部
地
区
圃
場
整
備
事

業
に
着
手
▽
南
秋
田
介
護
認
定
審
査
会
を
共
同
設

置
。
湖
東
地
区
消
防
署
に
事
務
所
布
設
▽
全
天
候

型
運
動
場
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
完
成

平
成
十
二
年　

▽
井
川
町
体
育
協
会
設
立
三
〇
周
年

を
迎
え
る
▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ハ
ウ

ス
さ
く
ら
苑
オ
ー
プ
ン
▽
東
西
婦
人
会
が
合
併
、

井
川
町
婦
人
会
誕
生
▽
桜
の
森
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル

は
じ
ま
る
▽
秋
田
中
央
広
域
農
道
開
通
▽
井
川
さ

く
ら
駅
開
業
五
周
年
、
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り
快
速

列
車
停
車

平
成
十
三
年　

▽
井
川
を
拓
く
町
民
の
つ
ど
い
開

催
、
町
の
花
を 

「
さ
く
ら
」
に
▽
男
子
ミ
ニ
バ
ス
・

ス
ポ
少
全
国
大
会
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
▽
第
三
次
井
川

町
総
合
振
興
計
画
ス
タ
ー
ト
▽
井
川
小
学
校
統
合

三
〇
周
年

平
成
十
四
年　

▽
循
環
器
疾
患
対
策
四
〇
周
年
記
念

式
典
開
催
▽
秋
田
自
動
車
道
昭
和
男
鹿
半
島
Ｉ
Ｃ

か
ら
琴
丘
森
岳
Ｉ
Ｃ
区
間
開
通

平
成
十
五
年　

▽
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設

整
備
事
業
完
成
、  

運
用
開
始
▽
湖
東
三
町
合
併
懇

談
会
設
立
▽
五
城
目
町
・
八
郎
潟
町
・
井
川
町
任

意
合
併
協
議
会
設
立
▽
井
川
中
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
全
国
第
三
位
に
輝
く
▽
日
本
国
花
苑
に

物
産
直
売
所
施
設
オ
ー
プ
ン

★
先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、町
で
は
「
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
市
町

村
合
併
の
こ
と
、
ま
た
地
域
の
こ
と
を
語
り
合
い

ま
せ
ん
か
。
老
若
男
女
問
い
ま
せ
ん
、
世
帯
か
ら

一
人
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
話
題
を
持
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。
明
日
の
井

川
町
の
姿
を
一
緒
に
描
き
ま
し
ょ
う
。

（平成5年　30 組）

世帯数　1,760 世帯
（平成 16 年 4 月 1 日現在）　

（平成6年４月1日  1,599世帯）

人口　6,065 人
（平成 16 年 4 月 1 日現在）　

（平成6年４月1日  6,326人）

離婚　　5件（平成 15 年）

（平成5年　4 件）

転入　148 件（平成 15 年）

（平成5年　160 件）

転出　151 件（平成 15 年）

（平成5年　140 件）

出生　52 人（平成 15 年）

（平成5年　53 人）

児童生徒の人数
小学校　332 人・中学校　173 人

（平成 16 年 5 月 1 日現在）　

小学校　366 人・中学校　232 人
（平成 6年 5 月 1 日現在）　

産業別就業人口（平成 12 年）

第１次産業 312 人（ 10.6 ％）
第２次産業 1,192 人（ 40.5 ％）
第３次産業 1,440 人（ 48.9 ％）

死亡　67 人（平成 15 年）

（平成5年　47 人）

町の決算額（平成 14 年度）

33 億 5268 万円
町民一人あたり歳出額 55 万 1,519 円

町税（平成 14 年度）

４億 4644 万円
町民一人あたり負担額 7万 3,438 円
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⑥第３区

そろそろ参加者から笑顔がうすれてく

る時間。自分の足腰の状態を確かめな

がら一歩一歩前進。コースも下り坂に

入り、山々の景色から集落の景色へと

移り変わります。

⑦第３チェックポイント

参加者の疲れもピーク。筋肉消炎スプ

レーが大活躍。もうひとふんばりとの

気持ちで腰をあげる参加者たち。水分

補給を十分にとって、もう一息！

⑧第４区

コースも終盤。サルスベリ並木の直線

コースが一層、ゴールまでの距離を長

く感じさせます。ひたすらゴール国花

苑をめざします。参加者からも「この

区間が一番キツイ」との声が。

ゴールは目の前、あと少しですよ！

⑨ゴール・日本国花苑

ゴール到着。トップは１１時半過ぎ

に到着した、櫻田金作さん ( 秋田市 )。

今回、初めてのチャレンジとのことで

した。おつかれさまでした。

⑩番外編

ゴール・国花苑では、まだまだ歩ける

と元気な方、もう立てないと芝生にペ

タリと座りこむ方、完歩者の様々な笑

顔がありました。ゴール後のうどん

が格別、と元気回復の一杯に舌鼓。定

住促進センター国花苑でシャワーを浴

び、今日１日の汗を流しました。

12：0012：00 16：0016：00

11：3811：38

15：0015：00

13：0013：00

天王町歩こう会のみなさん
(会長：鐙 芳隆さん )

個人では例年はつらつ歩こう会
に参加してきましたが、会とし
ての参加は今年が初めてです。
「全員での完走をめざします」

チェックポイントでリフレッシュ！

11 人で参加しました。
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秋田リゾートライン

' ２００４'２００４

①３・２・１…ＧＯ！狼煙を合図に参加

者２９5人は一斉に森吉町・浜辺の

歌音楽館前をスタート。ゴール・日

本国花苑をめざして、４２. １９５㎞

のチャレンジがはじまりました。

②第１区

スタートからの約１０㎞は山間道。上
り下りの勾配も多く、コースの難所。

参加者からは笑顔で手を振る余裕も。

歩道のない区間もあります。車に気を

つけて！

③第１チェックポイント

ゼッケンに通過確認のスタンプを押し

てもらいます。まだまだ先は長い…。

④第２区

１区に続いて山間道が続きます。気温

もどんどん上昇しはじめました。帽子・

長袖シャツで日差し対策。しっかりと

日照対策するのが体力温存の秘訣、と

ある参加者。

⑤第２チェックポイント

歩き始めて約３時間半、ここがコース

の中間地点。バナナやスポーツドリン

クで栄養補給。「一度、止まってしま

うと次の一歩が重くて」と立ち止まる

ことなく、通過する参加者たち。

あと半分！がんばれっ。

今
回
で
十
三
回
目
を
数
え
た
「
は

つ
ら
つ
歩
こ
う
会
」。
開
会
式
で
は

遠
藤
睦
子
さ
ん
（
今
戸
）
を
は
じ
め
、

町
内
外
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
八
人
が
十
回

完
走
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

参
加
者
二
九
五
人
中
、
ゴ
ー
ル
国

花
苑
に
到
着
さ
れ
た
方
は
二
三
八

人
（
完
走
率
八
一
・
四
％
）、
最
終
到

着
時
間
は
午
後
五
時
五
十
八
分
で
し

た
。
参
加
者
の
み
な
さ
ん
お
つ
か
れ

さ
ま
で
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
町
内
外
か
ら
ご

協
力
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

五
月
三
十
日
、
森
吉
町
「
浜
辺
の

歌
音
楽
館
」
か
ら
日
本
国
花
苑
ま
で

の
四
二
・
一
九
五
km
を
歩
く
、
は
つ

ら
つ
歩
こ
う
会
。
こ
の
季
節
の
町
の

定
番
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
参
加
者
は
最
年
少
七

歳
か
ら
最
年
長
は
八
十
二
歳
ま
で
の

二
九
五
人
。

明
け
方
ま
で
の
霧
雨
も
あ
が
っ
た

六
時
三
〇
分
、
浜
辺
の
歌
音
楽
館
前

を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
秋
田
リ
ゾ
ー

ト
ラ
イ
ン
・
国
道
二
八
五
号
線
を
南

下
。
一
路
、
国
花
苑
を
め
ざ
し
て
、

参
加
者
は
意
気
揚
揚
に
歩
を
進
め
ま

す
。
ス
タ
ー
ト
直
後
こ
そ
、
気
温
も

そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
、
絶
好
の
天
候

か
と
思
わ
れ
た
も
の
の
、
日
中
は
太

陽
が
顔
を
出
し
、
最
高
気
温
二
十
四

度
。
参
加
者
に
と
っ
て
予
想
外
に
暑

さ
と
の
戦
い
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
れ
で
は
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
ゴ
ー

ル
す
る
ま
で
を
時
間
の
経
過
と
と
も

に
追
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。６：30６：30

7：307：30

8：308：30 10：0010：00

※写真中の表示時間は、取材している
時間を表していますので、時間が前
後しているところがあります。

9：159：15

１０回完走表彰を受けた
参加者最高齢８２歳

渡部古都さん (五城目町 )
今回は風邪で体調がすぐれ
ず、ゴールに到着できなかっ
たと話す、渡部さん。毎朝３
kmのウォーキングが日課。
「来年もぜひ参加したいです」

健康づくりウォーク　４２.１９５ｋｍ
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投
票
は
７
月
11
日
の
予
定
で
す

参
議
院
議
員
選
挙
が
７
月
11
日
に

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
私
た
ち
の

生
活
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
た
め

に
は
、
政
治
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
忘

れ
ず
に
必
ず
投
票
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

■
公
示
予
定
日　

６
月
24
日
（
木
）

■
投
票
予
定
日　

７
月
11
日
（
日
）

■
投
票
時
間

町
内
９
箇
所
の
投
票
所
で
午
前
７

時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
行
わ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
大
台
地
区
は
６
時
ま

で
と
な
り
ま
す
。

■
投
票
で
き
る
人

・
昭
和
59
年
７
月
12
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人

・
平
成
16
年
３
月
23
日
以
前
に
井
川

町
に
住
民
登
録
し
、
引
き
続
き
町

に
住
ん
で
い
る
人

■
期
日
前
投
票

仕
事
や
旅
行
・
レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚

葬
祭
な
ど
で
投
票
日
当
日
に
投
票
所

へ
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
人
は
、
投

票
日
の
前
に
あ
ら
か
じ
め
投
票
用
紙

を
直
接
投
票
箱
へ
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
の
期
間
は
、
公
示
日

の
翌
日
か
ら
選
挙
期
日
の
前
日
ま
で

と
な
り
、
６
月
25
日(

金)
か
ら
７

月
10
日(

土)

ま
で
の
予
定
で
す
。

時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

８
時
ま
で
、
土
曜
・
日
曜
も
投
票
で

き
ま
す
。

入
場
券
を
持
参
し
て
町
選
挙
管
理

委
員
会(

役
場
２
階
会
議
室)

に
お

い
で
く
だ
さ
い
。印
鑑
は
不
要
で
す
。

■
不
在
者
投
票

長
期
出
張
な
ど
で
井
川
町
外
に
滞

在
し
て
い
る
方
や
入
院
・
入
所
中（
た

だ
し
不
在
者
投
票
が
で
き
る
と
指
定

さ
れ
た
施
設
）
の
方
は
、
滞
在
先
や

病
院
・
施
設
で
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
滞
在

先
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
や

各
施
設
の
事
務
局
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方

（
身
障
手
帳
の
障
害
の
程
度
が
１
級

も
し
く
は
２
級
）
や
介
護
保
険
制
度

要
介
護
５
に
認
定
さ
れ
て
い
る
方
は

自
宅
に
い
る
ま
ま
で
、
郵
便
に
よ
る

投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
投

票
日
前
４
日
（
７
月
７
日
）
ま
で
に

投
票
用
紙
の
交
付
の
請
求
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は

町
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

選
挙
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会(

議
会
事

務
局
内)

へ
ど
う
ぞ
。

電
話
（
８
７
４
）
４
４
２
５

有
線
４
５
１
１

※
参
議
院
議
員
選
挙
の
公
示
日
・
投

票
日
な
ど
の
日
程
は
予
定
の
段
階

で
す
。
期
日
変
更
等
に
つ
い
て
は

選
挙
公
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

8

期日前投票所
で、投票用紙
への記載

記載場所で、
投票用紙へ
の記載

投票者が直接
投票箱へ投票

投票用紙を
内封筒へ

外封筒に入れ
投票者が署名

各投票所の投
票管理者へ提
出

投票管理者が
受理を決定し
たものを開封

投票管理者が
投票用紙を投
票箱へ入れる

簡素化され、投票がスムーズになります

（投票所にて）

とは、

公職選挙法の改正により、従来の不在者投票制度
がより簡素化され、投票者が選挙期日と同じく直接
投票箱に投票用紙を入れることができるようになり
ました。これにより投票の手続きが大幅に簡素化さ
れます。

不在者投票管
理者へ提出
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町
税
の
第
一
期
納
付
月
は

六
月
で
す

町
で
は
、住
民
税
（
町
・
県
民
税
）、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民

健
康
保
険
税
を
一
緒
に
納
め
て
い
た

だ
く
、
集
合
徴
収
と
い
う
方
法
で
、

町
税
等
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
そ
の
一
年
分
を
六
回
に
分
け

て
、
六
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
六
期

で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

六
月
は
第
一
期
納
付
月
で
す
。
今

年
の
納
付
期
限
は
六
月
三
十
日
。
納

期
内
の
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

前
納
報
奨
金
制
度
が
あ
り
ま
す

六
月
三
十
日
以
前
に
年
税
額
を
全

額
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
報
奨
金
が

交
付
さ
れ
ま
す
。（
報
償
金
は
町
民

税
・
固
定
資
産
税
に
対
し
て
交
付
さ

れ
ま
す
）

今
年
は
六
月
十
五
日
（
火
）
ま
で

に
前
納
さ
れ
た
方
に
は
、
年
税
額
に

対
し
て
約
二
・
五
％
、
第
一
期
納
付

期
限
の
六
月
三
十
日
（
水
）
ま
で
に

前
納
さ
れ
ま
す
と
約
一
・
六
六
％
の

報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◇
税
金
に
つ
い
て
の
相
談
・
問
い
合

わ
せ
は
、
役
場
税
務
課
ま
で

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
４

有
線　

４
５
０
０

　

不
慮
の
事
故
で
の
急
逝
と
は
言

え
、
菅
生
助
役
を
失
っ
た
。
余
り
に

も
突
然
の
こ
と
で
、
未
だ
に
白
昼
に

夢
を
見
て
い
る
よ
う
な
気
持
が
し
て

な
ら
な
い
。
町
の
内
外
で
の
弔
意
を

表
さ
れ
る
た
び
に
、
惜
し
ん
で
も
惜

し
ん
で
も
余
り
あ
る
人
だ
っ
た
と
の

想
い
が
募
る
ば
か
り
だ
。
上
・
下
井

河
が
合
併
し
た
一
年
後
に
役
場
入
り

し
、
総
務
、
税
務
、
企
画
部
門
を
歩

み
、
私
が
町
長
に
就
任
し
た
時
は
産

業
経
済
課
長
で
、
四
十
二
歳
だ
っ
た
。

以
来
、
収
入
役
四
期
、
助
役
が
三
期

目
だ
っ
た
。
五
十
年
近
く
も
町
勢
の

伸
展
に
一
途
に
誠
実
に
頑
張
っ
て
い

た
だ
い
た
。

　

忘
れ
難
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
町
長

就
任
直
後
の
こ
と
だ
が
、
ス
ズ
キ
部

品
で
社
員
の
関
連
会
社
へ
の
出
向
問

題
が
あ
っ
た
。
中
味
が
不
明
で
、
議

会
で
も
問
題
に
な
り
そ
う
な
雲
行
き

だ
っ
た
。
そ
の
全
容
を
つ
か
ん
で
夜

遅
く
拙
宅
に
届
け
て
く
れ
た
の
が
菅

生
課
長
だ
っ
た
。
後
に
、
鷲
谷
嘉
兵

衛
さ
ん
と
就
退
任
の
あ
い
さ
つ
で
本

社
を
訪
れ
た
際
「
あ
ん
な
会
社
、
不

良
品
率
が
高
く
、
つ
ぶ
そ
う
か
と

思
っ
て
い
る
」
と
の
最
高
幹
部
の
言

に
は
飛
び
あ
が
っ
た
。
石
黒
秋
田
日

光
モ
ー
タ
ー
社
長
の
尽
力
で
最
悪
の

事
態
は
避
け
ら
れ
た
が
、
も
し
、
町

が
中
味
も
わ
か
ら
ず
対
応
を
誤
っ
た

と
す
れ
ば
…
。
今
で
も
ぞ
っ
と
す
る
。

　

と
か
く
勉
強
家
だ
っ
た
。
指
定
金

融
機
関
制
度
の
導
入
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
化
の
推
進
、
有
線
放
送
の
多
角

利
用
な
ど
役
場
の
事
務
合
理
化
に
は

懸
命
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
湖
東

消
防
の
収
入
役
と
し
て
も
給
与
の
適

正
化
な
ど
各
方
面
で
手
腕
を
発
揮
し

た
。
功
績
は
数
え
あ
げ
れ
ば
き
り
が

な
い
。
し
か
し
、
本
人
は
そ
う
し
た

功
を
誇
る
こ
と
も
驕
る
こ
と
も
決
し

て
無
か
っ
た
。
常
に
公
正
無
私
で
仕

事
に
臨
ん
だ
こ
と
は
誰
も
が
認
め
る

と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
「
玉

さ
ん
、
助
役
さ
ん
」
と
町
内
外
の
信

頼
を
集
め
た
の
だ
と
思
う
。

　

町
村
合
併
の
協
議
が
正
念
場
を
迎

え
、
多
忙
を
極
め
て
い
た
。
事
務
の

す
り
合
わ
せ
や
考
え
方
の
違
い
を
ど

う
調
整
す
る
か
な
ど
幹
事
役
と
し
て

神
経
を
使
う
こ
と
も
多
か
っ
た
。
そ

ん
な
合
間
を
縫
う
よ
う
に
国
花
苑
へ

出
か
け
て
は
一
本
々
々
の
桜
を
写
真

に
納
め
、
電
子
手
帳
に
デ
ー
タ
を
打

ち
込
み
、
来
年
の
全
国
さ
く
ら
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
準
備
に
も
奔
走
し
て
い

た
。
そ
ん
な
最
中
で
の
事
故
だ
っ
た
。

心
労
を
患
わ
し
た
せ
い
か
も
知
れ
な

い
。
安
ら
か
な
永
眠
を
祈
り
つ
つ
、

敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

菅
生
玉
磨
呂
助
役
、
逝
去

井
川
町
助
役
の
菅
生
玉
磨
呂
さ
ん
（
井
内
）

が
、
五
月
八
日
、
不
慮
の
事
故
の
た
め
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
享
年
六
十
七
歳
。

故
人
は
昭
和
三
十
一
年
二
月
に
町
職
員
と
し

て
任
用
さ
れ
、
税
務
課
、
総
務
課
財
政
係
、
産

業
経
済
課
長
を
経
て
、
昭
和
五
十
四
年
か
ら
は

四
期
十
六
年
間
に
わ
た
り
、
町
収
入
役
に
選
任

さ
れ
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
業
務
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
七
年
七
月
か
ら
八
年
十
箇
月
余
に
わ
た
っ

て
井
川
町
助
役
と
し
て
町
勢
発
展
の
た
め
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。
故
人
の
功
績
を
称
え
、
五
月

八
日
付
け
で
井
川
町
特
別
功
労
章
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

去
る
五
月
十
三
日
（
木
）、
町
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
井
川
町
・
菅
生
家
合
同
葬
が
し

め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。
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街 のいい顔　み～つけた！

いろんな世界が待ってるヨ！
公民館図書室

●　子ども向けの本　●

アンジェリーナはバレリーナ
キャサリン・ホラバード／講談社

　ねずみのアンジェリーナはバレエが大好き。家でも学
校でも、家の中でも踊っています。一生懸命頑張って夢
をかなえたものがたりです。

チリとチリリ どい　かや ／ アリス館
　チリとチリリが早起きをして、ある日ふたりは自転車
ででかけることにしました。
　ページをめくるたびに、夢の世界が広がっていきます！

●　大人向けの本　●

自分づくり 遠藤周作／青春出版社
　自分をどう愛するか ＜生き方編＞
　それぞれの " 私 " にある 16の方法、生きる智恵を与
えてくれます。

イラク便り 奥　克彦／産経新聞出版
　復興人道支援221日の全記録。
　2003年３月からイラクに派遣され、日本政府と人道
の調整に、中心的役割を果たした奥氏の文と写真を掲載。

冬のソナタ　上・下
キム・ウニ 、ユン・ウンギョン／ＮHＫ出版

　韓国中に、そして日本中に感動と涙の渦を巻き起こし、
私たちの忘れかけていた大切なものを思い出させてくれ
る、純愛ＴＶドラマ小説。

町　民　登　山
　初心者でも歩ける焼山（後生掛～玉川）コースをト
レッキング。可憐な高山植物との出会いも楽しみです。
■日　時　６月２６日（土）  
　　　　　午前６時30 分 公民館前発
■登る山　焼山（八幡平）
■参加費　一人　１０００円
■定　員　３０人（先着順）
■参加申込み受付開始
　　　６月７日 ( 月）会費を添えて公民館へ

親子ふれあい
ホタル観察会

　井川の清流で、ゲンジボタルの飛び交う幻想的な光
景を楽しみませんか。
■日　時　７月３日（土）  
　　　　　午後７時 ～９時
■集　合　日本国花苑に集合の後、井内地区へ
■内　容　ホタルについての学習と鑑賞
■参加費　無 料
■対　象　町内の親子
■参加申込み　６月30日までに井川町公民館へ

映　画　鑑　賞　会
■日　　時　６月12 日 (土 )　午後2時 30 分
■場　　所　井川町民体育館
■上映内容　ドラえもん
　　　　　　（のび太のワンニャン時空伝）

６
月
の
公
民
館
活
動
�

6月の公民館活動
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全県中学校春季バスケットボール大会

（広域五城目体育館・天王総合体育館）

優 勝　女 子　井川中学校

準決勝　井　川 46－ 44 二ツ井
決　勝　井　川 52－ 26 六　郷

第 33回剛柔会兼第 18回会長杯
全県空手道選手権大会
（秋田市・秋田テルサ）

小学生男子 1-2年生 個人形 3位 菅生 達也（井 内）

 　〃  4位 鷲谷 皆人（さくら）

 3-4年生 　〃 3位 伊藤 優也（今 戸）

小学生女子 5-6年生 　〃 5位 菅生 亜希（井 内）

小学生男子 3年生 個人組手 2位 湊　 豪実（坂 本）

 4年生 　〃 1位 伊藤 優也（今 戸）

 　〃  3位　伊藤 誉紀（今 戸）

小学生女子 5-6年生 　〃 2位 菅生 亜紀（井 内）

中学生男子 1年生 　〃 2位 浅野 金浩（今 戸）

東北選抜中学校相撲大会東北選抜中学校相撲大会
（秋田県立武道館）

団体戦　優　勝　井川中学校

個人戦　優　勝　西方 大介（３年）

　　　　準優勝　伊藤 将明（３年）

全県中学校春季相撲大会
（井川町・花籠道場）

団体戦　優　勝　井川中学校

個人戦　準優勝　伊藤 将明（３年）

　　　　３　位　西方 大介（３年）

第 16回全県選抜少年野球井川大会

( 井川町民球場・井川中グラウンド )

 優 勝 井川中学校
 準優勝 大曲中学校
 ３ 位 山本中学校
 ４ 位 仁賀保中学校

南秋田郡中学校春季体育大会
野 球　優 勝　井川中学校

東北学院カップ・バスケットボール大会
　井川中学校　男 子　１勝４敗

弘前桜まつり少年相撲大会
中学生団体戦　３ 位　井川中学校

中学生個人戦　２ 位 西方 大介 （3年）

　　　　　　  敢闘賞 伊藤 将明 （３年）

全県中学校春季柔道大会
（会場：秋田県立武道館）

女子団体　準優勝　井川中学校

第７回東北中学生空手道選手権大会
（会場：宮城県武道館）

男子　団体組手　ベスト８　井川中学校

スポーツ
の

結果です

11

5/16

5/30

5/22.23

4/29

5/23

5/1・2

5/4・5

5/ ５

5/15

5/16
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大きく手を伸ばして！
～こどもセンター交通安全教室～

この日、こどもセンターでは交通安全教室
が行われ、園児たちは手をいっぱいに伸ばし
ての道路横断の練習を行いました。
「うちに帰ってからも今日練習したことを忘
れないで、事故のないようにしましょう」と
井川駐在所長があいさつ。子どもたちは交通
指導隊員のかけ声とともに、「みぎ、ひだり！」。
みなさんも道路をわたる子どもたちをみかけ
たら、安全運転で止まりましょうね。

どんな仕事があるのかな？
～井川中学校職場訪問～

この日、井川中学校では１学年生徒によ
る地域訪問学習が行われました。日本国花
苑、町診療所、スズキ部品秋田、藤田牧場な
ど 15班に分かれての職場訪問となりました。
その中から、定住促進センター「国花苑」を
訪問した２グループを取材しました。
施設からの説明を受けた後、生徒たちは「１

日の仕事の流れは」「国花苑の利用人数は」「使
用料はどんな風に使われていくのか」と質問。
学校では学ぶことが少ない現場での話をしき
りにメモしていました。

日本国花苑さくらまつり
期間中の来場者数７万人を超す！

町内外からの参加者が集う、日本国花苑
さくらまつりが 4月 24日から 5月 5日ま
で開催されました。年々、入場者数の伸び
を見せているこのさくらまつりも、今年は
期間中の好天に恵まれたこともあって、入
場者数は 70,000人を記録。昨年、苑内に
完成した「じまんこハウス」も大盛況のさ
くらまつりとなりました。

12

5/12

5/20

4/29
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子どもたちが安全に遊べる場を
～児童館厚生員等安全講習～

放課後、子どもたちが集うのは地域の児童
館や集会所。町では子どもたちと直に接する
職員が集い、安全講習を開いています。参加
者は地区児童館厚生員・こどもセンター保育
士・町公民館職員です。
５月１１日、町農村環境改善センターでは

湖東地区消防本部・救急救命士を講師に迎え、
救急救命講習が開かれました。また５月２５
日、浜井川集会所では防犯講習が行われ、外
部からの不審者の対処等の話し合いが行われ
ました。日頃、子どもたちと接する現場にお
ける防犯講習とあって参加者も真剣。この後
も応急手当講習の実施が計画されています。
子どもたちが児童館施設などで安全に遊べ

るのは、厚生員らのこういった研修活動にも
支えられているんですね。

泥んこまみれで
～井川小学校田植え体験学習～

晴天に恵まれたこの日、井川小学生による
田植え体験学習が行われました。今年、田植
え体験を行なったのは、5年生 57人。「農家
の皆さんが大切に育てた苗をひとつひとつて
いねいに植えたい」と手植えを行いました。
「最初、泥が気持ち悪かったけど、慣れた
ら気持ちよかった」「思ってたよりも泥が温
かかった」と素足での泥の感触に歓声をあげ
ていました。秋の収穫が楽しみですね。

5/18

町診療所・刈田先生、勇退

おつかれさまでした
　井川町診療所名誉所長の刈田宏作先生が、５月
31日をもって勇退されました。
　病気療養によるもので、刈田先生は昭和 41年
に井川町西部診療所長として赴任。以来、病気治
療はもとより、疾病予防や健康管理に重点をおい
た診療をされ、町の循環器疾患対策にも献身的な
力を注いでこられました。平成 11年には国民健
康保険功労者として厚生大臣表彰を受章。
　刈田先生の温和な人柄は、長年『町民みんなの
主治医』として慕われてきました。
　長い間、本当にありがとうございました。
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人
権
・
困
り
ご
と
相
談
所
の
開
設

人
権
に
関
す
る
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
次
の
よ
う
な
悩
み
ご
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

・
近
隣
と
の
争
い
ご
と

・
子
ど
も
や
高
齢
者
へ
の
虐
待

・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

・
登
記
、
戸
籍
、
相
続
、
扶
養
等
の

問
題

・
名
誉
や
信
用
を
傷
つ
け
ら
れ
た
と

き
な
ど

■
日
時　

六
月
七
日
（
月
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
相
談
担
当　

人
権
擁
護
委
員

佐
藤　

秀
弘
さ
ん
（
小
泉
）

伊
藤
典
美
子
さ
ん
（
今
戸
）

児
玉　

隆
司
さ
ん
（
海
老
沢
）

問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
町
民
課
ま
で

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
６

有
線　

４
４
４
１

※
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
人
権
擁
護
、
困
り
ご
と

の
悩
み
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

★
人
権
擁
護
委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
町
村
に
お
い
て
地
域
住
民
の
人

権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
常
に

注
意
を
払
い
、
も
し
人
権
が
侵
害

さ
れ
て
い
る
人
が
い
る
と
き
は
、

そ
の
相
談
を
受
け
る
と
と
も
に
、

被
害
救
済
の
た
め
適
切
な
処
理
を

採
る
な
ど
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め

の
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

（
秋
田
地
方
法
務
局
・

秋
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
）

人
権
・
い
じ
め
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

電
話
０
１
８
（
８
６
２
）
６
５
３
３

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

電
話
０
１
８
（
８
６
２
）
６
５
０
３

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
る
方
は

現
況
届
を
お
忘
れ
な
く
！

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

毎
年
六
月
中
に
「
現
況
届
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
況
届

は
、
毎
年
六
月
一
日
に
お
け
る
養
育

の
状
況
を
確
認
し
、
児
童
手
当
を
引

き
続
き
受
け
る
要
件
を
み
た
し
て
い

る
か
ど
う
か
、
判
断
す
る
た
め
の
大

切
な
届
け
で
す
。
現
況
届
の
提
出
が

な
い
と
、
六
月
以
降
の
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
。

支
給
さ
れ
る
児
童
手
当
は

児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
る
の
は
、

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
日
の
翌
日
か

ら
、
六
歳
に
な
っ
た
年
の
３
月
ま
で

と
な
り
ま
す
。

第
一
子
・
二
子
は
、

月
額　

五
、
〇
〇
〇
円

第
三
子
以
降
は
、

月
額
一
〇
、
〇
〇
〇
円

支
給
月
は
年
三
回

二
月
（
十
月
〜
一
月
分
）

六
月
（
二
月
〜
五
月
分
）

十
月
（
六
月
〜
九
月
分
）

児
童
手
当
の
支
給
を

受
け
る
た
め
に
は

児
童
手
当
は
、
養
育
者
か
ら
の
申

請
が
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
申

請
は
役
場
町
民
課
へ
申
請
書
を
提
出

し
ま
す
。（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）
た
だ
し
、

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合

に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
役
場
町
民
課
ま
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

有
線　

４
４
４
１

●　
お
知
ら
せ

　

小
学
二
・
三
年
生
の
児
童
等
の
保

護
者
の
皆
様
へ

　

改
正
が
見
込
ま
れ
て
い
る
児
童
手

当
法
が
、
未
だ
成
立
し
て
い
な
い

た
め
、
国
会
で
決
ま
り
次
第
通
知

し
ま
す
。

山に入る場合は十分に注意してください山に入る場合は十分に注意してください

クマが出没する恐れがあります。クマが出没する恐れがあります。

クマ被害防止方法
■山に入るときは２人以上で入り、単独行
動は慎みましょう。

■鈴、笛、ラジオなど音を出しながら入り
ましょう。

■子グマのそばには親グマが必ずいます。
絶対に近寄らないでください。

■残飯・空き缶などは捨てないでください。
クマが人里や農耕地へ近寄る原因となり
ます。

クマクマ
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えない

ごみを します

◇収集対象品目と収集手数料

収集手数料　５００円

収集手数料　１００円

とりもどそう　青い八郎湖

八郎湖岸クリーンアップに参加しよう！

□と　き　６月６日（日）午前５時～６時

□ところ　井川河口、井川地内八郎湖岸

お子さんも、ご一緒に参加してください。

※ごみ袋は当日配布します

◇問い合わせ◇

役場町民課　有線４４４１

環八郎湖・流域の未来フォーラムを開催します

□とき　６月５日（土）
受付開始　午前８時４０分

□集合　昭和町役場正面玄関

□視察　昭和町→大潟村→男鹿市
□フォーラム（講話・意見交換）
申込み・問い合わせは、

秋田県秋田地域振興局まで
電話（８６０）３３１３

■家電リサイクル法の施行により、テレビ・

冷蔵庫・エアコン・洗濯機・パソコン機器

は町では収集対象となりませんので、専門

の業者等へご相談ください。

■農機具・古タイヤ・バッテリー類は受付し

ませんので、ご注意ください。

■高齢の方など、搬送が困難な方はご連絡く

ださい。

■収集日以外でも、町清掃センターにて受付

します。その場合には、事前に電話連絡が

必要となります。

問い合わせ先

役場町民課 有線４４４１

町清掃センター 有線３６００
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井川町役場　0018-874-4411
ＵＲＬ http://www.town.ikawa.akita.jp/
E-mail jouhou@town.ikawa.akita.jp

６月は男女雇用機会均等月間です

秋田労働局では本月間に際し「男
女雇用機会均等セミナー」を開催
します。
□日時　６月１６日（水）

13:30～ 16:00
□会場　ホテルメトロポリタン秋田
〔事例発表・基調講演〕
「初の女船頭として」

( 有 ) げいび観光センター
船頭　千葉 美幸 氏

「企業戦略としての女性の能力活用」
( 社 ) 日本経済団体連合会

常務理事　荒川　春 氏
問い合わせは、

秋田労働局雇用均等室まで
電話０１８（８６２）６６８４

高校生のワークチャンス拡大
にご協力を

６月２０日より、来春の高卒者
を対象とした求人の受付が開始さ
れます。
企業の将来を担うフレッシュで

バイタリティあふれる人材の確保
のため、求人の早期提出をお願い
いたします。
※高卒用求人票用紙はインター
ネットからダウンロードできます。
＜http://job.koukou.gakusei.go.jp/ ＞
問い合わせはハローワーク秋田まで
電　話０１８（８６４）４１１１
ＦＡＸ０１８（８６４）１８１５

自動車税の納期限をお忘れなく

自動車税の納期限は６月30日です。
自動車税は、４月１日現在の所有者
に課税されます。あなたのお名前で
登録されている自動車の納税義務者
はあなたです。忘れずに最寄りの金
融機関で期限内に納めましょう。

◆自動車税もぜひ口座振替で

公共料金の支払いと同じように、
自動車税も口座振替をお使いくださ
い。わざわざ金融機関へお出かけに
なる手間が省けて、安全、確実です。
県内の銀行、信用金庫、労働金庫、
信用組合、農協などに預貯金口座が
あれば、どなたでも利用できます。
ただし、郵便局は利用できません。
来年の３月３１日までお申し込み

されますと、来年度分から自動車税
の口座振替ができます。
くわしくは、
秋田地域振興局　県税部納税課まで
電話０１８（８６０）３３３２

国家公務員採用Ⅲ種（税務）試験
受験者募集

人事院・国税庁では、平成１６年
度国家公務員採用Ⅲ種（税務）試験
による職員を募集します。
■受験資格
昭和５９年４月２日から昭和６２
年４月１日までに生まれた人
■試験の程度　高校卒業程度

■申込受付期間
　６月22日（火）から６月29日（火）まで
■試験日と試験内容
第一次試験（教養・適正・作文試験）
９月５日（日）

第二次試験（人物試験・身体検査）
１０月１４日(木 )から１０月２１日
(木 )までの間の指定する１日

※受験申込書の請求など詳しくは、
人事院東北事務局、もしくは仙台国
税局まで問い合わせください。
人事院東北事務局
電話０２２（２２１）２０２２
仙台国税局総務部人事第二課
電話０２２（２６３）１１１１

仙台国税局ホームページもご覧くだ
さい。http://www.sendai.nta.go.jp/

県税からのお知らせ
～不動産取得税～

●土地や家屋を、売買・交換・贈与・
新築・改築で取得した場合、不動
産取得税という県に納める税金が
取得のつど課税されます。

●税額は固定資産税課税台帳の価格
や評価した価格に３％を乗じた金
額になります。

●不動産を取得した場合は、不動産
取得申告書を６０日以内に提出し
てください。

●各種軽減制度は次のようなものが
あります。

①土地を取得してから住宅を新築し
た場合

②公共事業により、代替不動産を取
得した場合

③火災等の災害により住宅を新築し
た場合などです。

不動産取得税についての問い合わせ
は、秋田県 秋田地域振興局県税部
電話０１８（８６０）３３３７まで

五
城
目
高
校
で
は
休
業
日
の
土
曜
日
に
学
校

を
開
放
し
、
自
学
自
習
支
援
事
業
の
一
環
と
し

て
、
危
険
物
取
扱
者
試
験
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
は
五
城
目
高
校
生
徒
及
び
そ
の
保
護
者
、

ま
た
広
く
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
機
関
を
め
ざ

し
て
地
域
住
民
の
参
加
も
可
能
と
し
ま
し
た
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
込
く
だ
さ
い
。

■
受
講
内
容
等

①
危
険
物
取
扱
者
丙
種
（
初
級
程
度
）

６
月
12
日
（
土
）
か
ら
土
曜
・
計
６
回
開
催

※
８
月
29
日
（
日
）
の
検
定
試
験
に
向
け
て
の

講
習
と
な
り
ま
す

②
危
険
物
取
扱
者
乙
種
（
中
級
程
度
）

９
月
11
日
（
土
）
か
ら
土
曜
・
計
７
回
開
催

※
11
月
21
日
（
日
）
の
検
定
試
験
に
向
け
て
の

講
習
と
な
り
ま
す

■
参
加
経
費

受
験
教
科
書
代　
　

１
６
０
０
円

試
験
受
験
料　
　

丙
種　

２
７
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

乙
種　

３
４
０
０
円

■
受
講
申
し
込
み
は
６
月
７
日
（
月
）
ま
で

五
城
目
高
校･

藤
田　
電
話(

８
５
２)

２
２
６
５

湖東地区消防本部では、ホームページを開設しまし
た。住民のみなさんへのお知らせや消防業務の紹介、
“もしものために”、災害情報など情報を提供します。
ぜひアクセスしてみてください。
■ホームページアドレス
http://www15.ocn.ne.jp/̃kotoh-fd/



17

♪

テレフォンカードが当たる

広報クイズ　No.154

◆今月の問題
(1) 五城目町・八郎潟町・井川町合併協議会で
決めた合併後の新町の名前は何ですか？
(2) 今年のはつらつ歩こう会、ゴール国花苑へ
到達した参加者は何人ですか？
(3) 選挙で投票日当日に投票所へ行くことので
きない人が、投票日の前にあらかじめ投票でき
る制度を何と言いますか？
◆応募の方法
ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、
町内の方は世帯主名を記入してください。
◆あて先
〒018-1596　井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1

井川町役場情報課　広報係まで
◆しめきり

６月21日 ( 月 ) 当日消印有効
クイズの正解者の中から抽選で 5人の方にテ
レフォンカードをプレゼントします。
　前回の答えは(1)５月26日～６月３日、(2)ま
ちづくり懇談会、(3)クーリングオフでした。
当選者は次のとおりです。
伊藤友子さん ( 八幡 )、松橋美咲さん ( さくら )、
渡部純郎さん ( 新間 )、藤原真理子さん ( さく
ら )、伊藤敏彦さん ( 愛知県 ) にテレフォンカー
ドをお送りします。

保健だより● 6月分

広報クイズ　No.154

６月の ♪　社会福祉チャリティ
04平浩二歌謡ショー

と　き　７月３日 (土 )
午後１２時３０分開演

ところ　井川町・町民体育館

出　演　平　浩二（ワーナーミュージックジャパン）
　　　　あべ十全 （司会） 大沢裕二 （演歌）
　　　　ザ・コットンズ （歌謡曲） みよし夢乃 （演歌）
　　　　チビッコ勘太郎 （新舞踊） 瑞峰流社中 （新舞踊）
地元出演　小武海洋一 （演歌） 高瀬ちせ （歌謡曲）
入場料　前売券２０００円（当日券２３００円）
主　催　オータウン 後援　井川町社会福祉協議会
お問い合わせは、
小武海洋一（新屋敷）090-3364-7585〔携帯〕まで

前売券販売所は、スパー井川店・藤田商店 (新屋敷 )
児玉酒店 (役場向い )・湊多吉商店 (大倉 )です

♪
「バスストップ」大ヒット♪

１日 c

２日 d

３日 e

４日 f

５日 g

６日 a

７日 b

８日 c

９日 d

10日 e

12日 g

19日 g ～ 20日 a

22日 c ～ 30日 d

26日 g

井川町功労章授与式

まちづくり懇談会(井内・街道・坂本・赤沢)

　　　　〃　　　　( 大台・小泉・館岡・小竹花 )

　　　　〃　　　　( 大麦・八幡・大野地 )

　　　　〃　　　　( 今戸・新屋敷・大倉・寺沢 )

　　　　〃　　　　( 小今戸・綱木沢・さくら )

八郎湖クリーンアップ（5：00～）

まちづくり懇談会 (田中・仲台・横岡・海老沢 )

　　　　〃　　　　( 羽立・宇治木・保野子 )

　　　　〃　　　　( 中下村・新間 )

　　　　〃　　　　( 上村・葹田 )

桐ヶ丘療護園運動会

第５回桜の森彫刻コンク―ル審査会

彫刻コンクール応募作品一般公開

町民登山
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伊藤知也さん（さくら）

プロ野球選手になっ
て、野球で活躍したい
です

景山優介さん（さくら）

毎日、練習をして中日
ドラゴンズに入り、活
躍したいです

川村高広さん（さくら）

毎日練習をしてプロ
野球選手になり、活躍
したいです

伊藤美貴子さん（今戸）

保育士になって、笑顔
で子どもの世話をし
たいです

伊藤りかさん（今戸）

マンガ家になってい
ろいろな人を楽しま
せたいです

秋田中央高校　陸上部

伊藤　淳さん（３年・羽立）

大山珠美さん（３年・坂本）

「
練
習
は
き
つ
い
け
ど
、
走
る
こ
と
が
好

き
な
ん
で
す
よ
ね
」
と
口
を
揃
え
て
答
え

て
く
れ
た
二
人
。
秋
田
中
央
高
校
陸
上
部

伊
藤
淳
く
ん
と
大
山
珠
美
さ
ん
で
す
。

も
と
も
と
走
り
が
得
意
だ
っ
た
と
言
う

淳
く
ん
は
中
学
校
時
代
に
慣
れ
親
し
ん
だ

野
球
競
技
か
ら
陸
上
の
世
界
へ
。
短
距
離
走

を
選
ん
で
、
二
〇
〇
ｍ
走
・
四
〇
〇
ｍ
走
・

リ
レ
ー
種
目
を
こ
な
し
ま
す
。
「
野
球
で
ク

セ
の
つ
い
た
フ
ォ
ー
ム
を
直
す
こ
と
を
心
が

け
て
練
習
し
て
い
ま
す
」
と
全
県
高
校
総
体

で
の
自
己
ベ
ス
ト
を
狙
い
ま
す
。

珠
美
さ
ん
は
長
距
離
。
三
〇
〇
〇
ｍ
走
種

目
で
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
中
学
時
代
に
出

場
し
た
駅
伝
大
会
で
走
る
こ
と
に
目
覚
め
た

と
い
う
珠
美
さ
ん
。
こ
の
後
、
高
校
総
体
・

中
央
支
部
大
会
、
七
月
の
男
鹿
駅
伝
競
技
大

会
、
秋
に
は
全
国
高
校
駅
伝
秋
田
県
予
選
と

大
会
が
目
白
押
し
と
の
こ
と
。
一
つ
一
つ
の

大
会
で
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
ベ
ス
ト
の
状
態

に
持
っ
て
い
く
の
が
大
変
で
す
が
、
全
国
大

会
・
東
北
大
会
出
場
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り

ま
す
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

161

Talking About Family
家族についての話題

Lisa: Mike, how many people are your family?
（マイク、あなたは何人家族なの？）

Mike: I have eleven people in my family.
（私は11人家族です）

Lisa: Oh, that's a big family. Who are they?
（わぁっ、大家族ですね。誰がいるの？）

Mike: Well, I have my mother,father,three sisters,two 
brother-in-laws,two nephews,one niece and me.
（ええと、お母さん、お父さん、3人の姉妹、2人の義理
の兄弟、2人の甥、1人の姪、そして私です）

Lisa: Three sisters! Are they older or younger than 
you?
（3人の姉妹ですって。あなたより年上なの？年下なの？）

Mike: I have two older sisters and one younger 
sister.
（2人の姉と1人の妹です）

Lisa: Do you like being an uncle?
（おじさんは気に入ってる？）

Mike: Yes, I love spending time with my nephews 
and niece. How big is your family,Lisa?
（うん、僕は甥と姪と共に時間を過ごすことが大好きな
んだ。リサ、キミの家族構成はどうなの？）

Lisa: My family is small. There are only three of us.I 
have my mother,father and me.
（私の家族は小さいわ。3人だけの家族なの。お母さん、
お父さん、そして私です）

Mike: Oh, it must be quiet at your house.
（それじゃあ、家はきっと静かなんだろうね）

このコーナーは、毎週水曜日、有線放送の定時放送
で放送されます。ひとくち英会話のテキストとして
ご利用ください。
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井川短歌会詠草

みんなのひろば

代
か
き
を
終
え
て
新
た
な
水
引
け
ば
田
の
面
に
映
る
雲
も
流
れ
る 

遠
藤
恵
美
子

満
開
の
桜
川
面
に
影
写
す
妖あ

や

し
き
ま
で
の
桜
並
木
よ 

伊
藤　

陽
子

わ
が
歩
き
馴
れ
た
る
峡
も
遠お
ち
こ
ち近
に
山
桜
咲
き
て
絶
景
と
な
る 

小
林　

喜
作

育
成
会
の
小
さ
な
出
店
に
老
い
我
も
金
魚
を
す
く
う
童
と
な
り
て 

児
玉
千
代
子

老
い
た
れ
ば
我が

強
き
わ
れ
の
我
が
儘
か
子
ら
よ
り
諭
さ
れ
反
省
多
し 

工
藤　

美
穂

い
ず
く
よ
り
来
た
り
て
い
ず
こ
に
流
れ
行
く
雲
の
如
き
か
人
の
命
は 

鈴
木　

鉱
造

同
族
の
会
議
な
ら
ん
か
白
鷺
の
日
当
た
る
沼
に
群
を
な
し
お
り 

小
林　

タ
ミ

庭
池
に
棲
み
つ
く
蛙
は
鳴
き
や
ま
ず
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
何
時
か
は
眠
る 

渡
部　

光
造

自
転
車
の
野
球
着
の
児
は
さ
わ
や
か
に
朝
の
あ
い
さ
つ
犬
曳
く
吾
に 

伊
藤
ミ
ヤ
子

森
山
が
も
や
に
昏
れ
ゆ
く
裾
野
郷む

ら

あ
た
り
大
正
琴
の
合

ね

奏
僅
か
に
聴
こ
ゆ 

渡
部　

廣
治

激
高
を
し
や
す
き
民
ら
し
映
像
に
見
る
イ
ラ
ク
人
ら
何
か
喚わ
め

け
り 

す
ず
き
い
さ
む

今
年
も
『
は
つ
ら
つ
歩
こ
う
会
』
の

季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
、
か
れ
こ
れ
十
年
ほ
ど

に
な
り
ま
す
。
歩
こ
う
会
の
中
で
私
は

参
加
者
の
姿
を
写
真
と
し
て
残
し
て
、

完
歩
さ
れ
た
方
へ
お
渡
し
す
る
役
ど
こ

ろ
を
担
っ
て
い
ま
す
。

カ
メ
ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
か
ら
覗
く

参
加
者
の
様
子
は
実
に
様
々
で
、
競
歩

の
ご
と
く
黙
々
と
歩
い
て
い
る
人
や
、

ご
夫
婦
や
友
人
同
士
で
リ
ズ
ム
良
く
歩

い
て
い
る
人
、
散
策
の
ご
と
く
景
色
を

楽
し
ん
で
い
る
人
も
い
れ
ば
、
歩
く
こ

と
よ
り
話
に
夢
中
の
中
学
生
達
な
ど
参

加
者
の
個
性
が
豊
か
に
表
れ
て
い
て
、

少
し
で
も
〝
輝
い
て
い
る
〞
瞬
間
を
撮

ろ
う
と
懸
命
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て

い
ま
す
。

『
は
つ
ら
つ
歩
こ
う
会
』
に
参
加
し

た
の
は
、
役
場
に
い
る
同
級
生
達
か
ら

の
（
強
引
な
）
誘
い
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
当
初
は
一
回
だ
け
の
つ
も
り
で
誘

い
を
承
諾
し
た
の
が
、
気
づ
い
た
ら
毎

年
来
る
誘
い
の
電
話
に
快
諾
し
て
い
る

自
分
が
い
る
の
で
し
た
。

こ
の
十
年
の
間
に
、
結
婚
を
し
て
子

供
も
で
き
て
、
田
中
町
内
か
ら
秋
田
市

に
居
も
移
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、『
は

つ
ら
つ
歩
こ
う
会
』
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
さ
せ
て
頂
け
る
こ
と
を
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
今
後
も

機
会
が
あ
れ
ば
、
故
郷
の
た
め
に
少
し

で
も
力
添
え
に
な
り
た
い
で
す
。

出
来
れ
ば
、
今
度
は
参
加
者
と
し
て

子
供
と
一
緒
に
完
歩
を
目
指
す
こ
と
を

密
か
に
考
え
て
い
ま
す
。

カメラから見る
はつらつ歩こう会

勝田　茂満
（秋田市・田中出身）

藤
田　

秀し
ゅ
う
た汰
ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

 

父
・ 

仁 

さ
ん

　

羽
立
町
内

 
母
・ 

恵
美 

さ
ん

よく食べて、よく動き、よく話す
元気な秀汰。
笑顔もいい顔もたくさん見せて
くれるよね。
毎日の笑顔、ありがとう。
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小
竹
花
町
内
は
、
北
川
尻
・
浜
井
川
・
坂
本

地
域
と
隣
接
す
る
、
戸
数
十
八
戸
の
小
さ
い
町

内
で
す
。
そ
の
昔
、
小
竹
花
は
七
軒
村
と
言
わ

れ
、
八
軒
に
な
る
と
〝
ヤ
ゲ
〞
（
火
事
）
に
な

る
と
の
こ
と
で
な
か
な
か
戸
数
が
増
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
先
人
た
ち
は
米
作
り
を
通
し
て

私
た
ち
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
小
竹
花
の
米
作
り
は
反
別
が
多
く
忙
し

い
時
期
に
な
る
と
、
近
隣
の
方
々
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
面
で
援
助
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
自
分
た
ち
も
お
互
い
作
業
が
か
ち
合
わ
な

い
よ
う
に
計
画
を
組
み
、
助
け
合
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
中
か
ら
自
然
と
、
お

互
い
貢
ぎ
貢
が
れ
、
助
け
合
い
の
心
・
感
謝
す

る
心
が
育
ち
、「
人
と
し
て
生
き
て
い
く
術
」
を

身
を
通
じ
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
現
在
、
立

派
に
活
動
し
て
い
る
、
小
竹
花
水
稲
集
団
栽
培

組
合
は
、
先
人
た
ち
の
意
思
を
受
け
継
い
だ
大

き
な
宝
物
で
す
。
結
成
以
来
、
約
四
十
数
年
、
そ

の
時
々
に
い
ろ
い
ろ
な
葛
藤
は
あ
り
ま
し
た
が
、

次
世
代
に
継
承
さ
れ
、
今
は
現
代
農
業
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
組
織
で
す
。

平
成
に
入
り
、
小
竹
花
町
内
は
大
変
革
を
い

た
し
ま
し
た
。
坂
本
地
区
基
盤
整
備
事
業
に
よ

り
、
小
竹
花
か
ら
国
道
二
八
五
号
線
に
至
る
道

路
が
で
き
、
そ
の
後
の
整
備
事
業
に
よ
っ
て
、
町

の
主
要
幹
線
道
路
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
お
か

げ
で
、
小
竹
花
地
内
に
翠
香
苑
、
こ
ど
も
セ
ン
タ

ー
が
建
設
さ
れ
、
非
常
に
に
ぎ
や
か
で
活
気
あ
ふ

れ
る
町
内
に
な
り
、
ま
た
新
住
宅
も
六
戸
増
え
、

隣
り
に
は
ス
ズ
キ
部
品
秋
田
も
あ
り
、
今
後
の

発
展
が
期
待
さ
れ
る
土
地
柄
で
あ
り
ま
す
。

子
供
の
人
数
も
多
く
、
小
学
生
以
下
十
六
人
、

家
庭
内
も
子
供
が
い
れ
ば
「
パ
ッ
」
と
明
る
く

な
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
小
竹
花
町
内
は
朝
夕
、

子
供
た
ち
の
声
が
絶
え
る
こ
と
な
く
明
る
く
ハ

ツ
ラ
ツ
と
し
て
い
ま
す
。
土
地
柄
と
い
い
、
子

宝
に
恵
ま
れ
た
こ
と
と
い
い
、
将
来
展
望
の
明

る
い
町
内
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

―

暮
ら
す
な
ら
、
や
っ
ぱ
り
我
が
町
内
、
小
竹
花

（
小
竹
花
町
内
会
長　

三
浦
嘉
昭
さ
ん
）

小
竹
花

小
さ
い
町
内
な
れ
ば
こ
そ

助
け
合
い
が
大
切

※
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五
月
三
十
日
、
町
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
の
ひ

と
つ
、
〝
は
つ
ら
つ
歩
こ
う
会
〞
開
催
。

　

天
の
い
た
づ
ら
か
、
天
候
に
恵
ま
れ
る
こ

の
イ
ベ
ン
ト
も
、
十
三
回
目
。
小
雨
決
行
と

あ
る
も
中
止
に
な
っ
た
こ
と
が
無
い
と
い
う

井
川
町
の
七
不
思
議
？
あ
と
六
つ
は
…
。

　

休
憩
中
の
あ
る
参
加
者
に
「
兄
さ
ん
は
歩

が
ね
っ
た
が
？
」
と
質
問
さ
れ
、「
十
回
以

上
も
歩
こ
う
会
に
来
て
る
ど
も
、
一
回
も
歩

い
た
こ
ど
ね
っ
て
ば
」
と
私
。「
へ
ば
、
歩
い

て
取
材
せ
ば
い
い
ね
が
」
…
な
か
な
か
痛
い

と
こ
突
か
れ
た
。
苦
笑
い
を
し
な
が
ら
、
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
ね
と
そ
の
場
を
離
れ
た
。

　

今
年
、
参
加
者
の
最
高
齢
者
は
八
十
二
歳

の
渡
部
古
都
さ
ん
（
五
城
目
町
）。
開
会
式

で
は
十
回
完
走
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
。
今

年
は
風
邪
で
体
調
が
良
く
な
か
っ
た
と
の
こ

と
で
、
完
走
と
は
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、「
来
年
も
ぜ
ひ
歩
き
ま
す
よ
」
と
。
た

だ
た
だ
、
す
ご
い
の
一
言
で
す
。

　

よ
し
来
年
こ
そ
は
と
思
い
、
早
十
年
。
熱

し
や
す
い
が
冷
め
る
の
も
早
い
。
悪
い
癖
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け


